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1. はじめに 
インターネットにおける Web フィルタリング

技術は，膨大にある Web ページから情報受信者

が必要な情報を得たり，不必要な情報の受信を

規制したりするのが主な目的であり，その対象

は情報受信者と言える．一方近年，インターネ

ット利用者が日記や写真などプライベートな情

報を公開する機会が増えてきているが，それら

の情報に対して公開者自身が閲覧を制限させる

ような，情報公開者に重きを置いた Web フィル

タリングはまだまだ簡易的なものである．そこ

で我々は，情報公開者に重きを置いた情報公開

システムとして，掲示板で記事を投稿する際に

公開条件の付与ができ，ユーザプロファイルに

適した閲覧形態をとれる掲示板システムの提案

を行った[1]． 
本稿では，上記システムで用いた情報公開手

法をより汎用的に利用できるようにするため，

ユーザプロファイルを用いた情報公開手法の設

計を行い，画像公開システムへの適用を行った． 

2. 情報公開手法の設計 
本手法では，情報公開者が公開情報に対して，

どのようなユーザプロファイルを持つユーザに

その情報を公開したいのかを，公開条件として

付与し情報公開を行う．ユーザが公開情報にア

クセスしてきた時は，公開情報に付与された公

開情報とユーザプロファイルを比較し，公開条

件にユーザプロファイルが適合すればその情報

を公開することになる．ここでユーザプロファ

イルとは，ユーザ ID や年齢，性別などの静的ユ

ーザプロファイルと時刻情報や位置情報，その

人の状況情報を表すプレゼンス情報などの動的

ユーザプロファイル，そして User Agent や

Referer などユーザに関わる様々な情報を指す． 
公開条件の付与では，公開条件の記述を行う

インターフェイス部と公開条件に対して書式変

換処理を行う条件処理部に分けて処理を行う．

図 1 に情報公開者が公開情報に対して公開条件

を付与し，データベースに保存するまでの流れ

を示す． 
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図 1 公開条件付与の流れ 

2.1 インターフェイス部 
インターフェイス部では公開情報に対して公

開条件を付与するための部分である．システム

提供側が条件設定を行うためのユーザインター

フェイス（以下，UIと記す）を提供したり，条

件記述のルールを公開したりすることで，情報

公開者は公開条件の設定を行う． 

2.2 条件処理部 
条件処理部では前節のインターフェイス部で

設定したUI上での公開条件をシステム内部で扱

える書式に変換する部分である．UI上で設定し

た条件すべてを 
<profile name>value</profile name> 

のように，XMLのような独自タグを用いた形に

書式変換を行う．例えば， 

 
といったような公開条件の場合は 

<学部>法学部，工学部</学部> 

と書式変換される． 

2.3 公開判定関数の定義 
本手法では，ユーザプロファイルも前節のよ

うに書式変換を行い扱う．こうすることで，シ

ステム内部で公開条件とユーザプロファイルの

比較が行いやすくなると考えた．そこで，本手

法の操作性を高めるために公開条件とユーザプ

ロファイルを比較し，公開してもよいかを判定

する公開判定関数を定義した．本関数はタグ化

された公開条件とユーザプロファイルを引数と
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して，公開条件に対して公開可能なユーザプロ

ファイルを保持しているか判定を行う関数であ

る．以下に関数の仕様を示す． 

公開判定関数 f(c , p) 
[引 数] c ・・・公開条件 

 p ・・・ユーザプロファイル 
[戻り値] 公開可能な場合「1」が返る 

公開不可能な場合「0」が返る 

なお，本関数で取り得る引数は 

<profile1>value1</profile1> 
<profile2>value2</profile2> 

のようにタグ化された文字列であり，<profile>
は各種ユーザプロファイル名，valueは公開条件

なら指定した条件値，ユーザプロファイルなら

そのユーザプロファイルの値が入る．  

2.4 適用環境 
本手法では，前提条件としてユーザプロファ

イルを利用するため，ユーザ管理が正確に行わ

れている既存の様々なシステムに組み込むこと

で高い効果を発揮する． 

3. 画像公開システムへの適用 
本手法の適用事例として画像公開システムの

開発を行った．本システムはユーザが持ってい

る画像を，公開条件を設定し公開することがで

きるシステムである．公開された画像は情報公

開者が設定した公開条件に適合するユーザプロ

ファイルをもつユーザのみ閲覧可能となる．図 2
に本システムの構成図と処理の流れを示す． 
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図 2 画像公開システムの構成図 

A） 情報公開者の動作 
1） 情報公開者側の動作により生じる処理 
2） サーバによる受け取った画像の情報と公開

条件の登録 
B） 閲覧者の動作 

1） サーバに対する様々な閲覧者からのアクセ

ス処理 

2） サーバによる各閲覧者のユーザプロファイ

ル，画像の情報，公開条件の取得，および

公開判定関数による公開判定 
3） それぞれの閲覧者に公開可能である画像の

みを公開 

本システムに実装している主な機能について

説明する． 

3.1 公開条件設定機能 
公開条件設定機能はユーザがアップロードし

た画像に対して公開条件を設定する機能である．

図 3 に公開条件設定画面を示す． 

 
図 3 公開条件設定画面 

3.2 グループ作成機能 
グループ作成機能はユーザ自身がグループを

作成することができる機能である．グループを

作成したユーザがそのグループのオーナーとな

り，グループに所属するユーザを自由に編集で

きる．グループを作成することで，画像を指定

グループのみに公開することができる． 

4. まとめと今後の課題 
本稿では，情報公開者が公開情報に対して、

様々なユーザプロファイルを公開条件として設

定できる情報公開手法を設計し，画像公開シス

テムへの適用を行った．今後は本手法を様々な

システムに導入していき，どれだけ有効である

かを検証していきたい．また，本手法を用いる

際に，ユーザプロファイルの管理や条件設定を

行う UI をどのように提供するかが問題となって

くるので，これを解決するために本手法を Web
サービスとしての提供を検討していきたい． 
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